
 ９月10日（火）、11日（水）、広島

駅南口エールエール地下広場において、

広島弁護士会等と共催で「暮らしとここ

ろの相談会」を行いました。 

相談件数は２日間で合計１７４件（面

談１４５件、電話２９件），相談内容は

右の表のとおりです。 

 今回は、暮らしとこころの相談会とい

う名前の相談会でしたが、文字通り、暮

らしの相談（生活苦）、こころの相談が

多くありました。 

生活苦の相談は、体調不良・入院が原

因で失業し経済的にたち行かなくなった

方、失業が原因で借金をしてしまった

方、離婚を突きつけられた方、夫のDV

から逃げたい方などの相談が多くありま

した。また、将来への経済的不安から、

こころの相談も多く、臨床心理士、医療

ソーシャルワーカー、保健師さんは、休

む暇がありませんでした。 

今 回 の 相 談 会 で は、ホ メ オ 整 体 院

「スーツでもできる！すき間体操」、

「マ ジ ック シ ョー」と「コ ーラ ス」、

「中国帰国者・広島友好会 踊りと二胡

演奏」、広島朝鮮学園「朝鮮伝統舞踏と

伝統打楽器演奏等」とイベントも盛りだ

くさんでした。通行中の方も足を止めて

聞いていらっしゃいました。           (K) 

相 談 内 容 

【借    金】１９ 

【労    働】１９ 

【 生  活 苦 】２５ 

【年    金】１２ 

【心  の  悩  み】２７ 

【離  婚  ・D V】２２ 

【相            続】２０ 

【近隣トラブル】 ７  

【そ    の     他】３３ 

相談会のイベント時間の様子 

（注）１人が複数の問題を
抱えておられるため、上記
表合計と面談数とは一致し
ません。 



 

当団体のシェルターを利用し、現在ほっとサロンに参加している
Mさんが、手記を寄せてくださいました。ご紹介します。 



 

 

広島県に対し、意見を述べる秋田智佳子事務局長 



 

相 談 専 用 電 話  

8月24日広島弁護士会プレシンポジウム 
「格差社会の克服～正規と非正規の垣根をこえて～」 

9月5日ブラック企業被害対策弁護団 

発足シンポジウム 

シェルター利用状況（9/27現在） 

単身442名 / 夫婦  23名 / 親子  39名 

 男 性 女 性 

10代 4  12  

20代 41  28  

30代 81  20  

40代 86  22  

50代 73  15  

60代 49  15  

70代 17  6  

80代 3  3  

不明 9  20  

小計 363  141  

504 合         計 


